
 

 

令和７年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 
 

学校番号 ８ 学 校 名 
静岡県立沼津特別支援学校 

愛鷹分校 
記 載 者 青木 暁乃 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

安

全 

生徒の主体性と人権尊

重の理念に基づく教育

実践と体制整備 

・生徒や保護者が

学校は安心して

通える場所だと

感じている。 

・教員は、互いに

人権を尊重する

対応が取れてい

ると感じてい

る。 

Ｂ Ｂ 

丁寧な言葉遣いや傾聴の姿勢が

浸透し、生徒や保護者が安心でき

る環境が構築されている。引き続

き、慣れによる形骸化を防ぎ、心

理的安全性を高める努力を継続

したい。 

命を大切にする行動力

の育成と体制の強化 

・教員・生徒が発

災時に自分がと

る行動が分か

り、行動するこ

とができる。 

・生徒が、自分自

身を含む周りの

人が大切な存在

であると感じて

いる。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

Ｂ 

不測の事態に対し、マニュアルに

基づき安全を確保できたこと、ま

た手順の改善を重ねたことはよ

かった。今後は、本年度発生した

飛び出し事案の原因を分析の上、

再発防止を徹底したい。また「家

庭で一人の時の被災」「パニック

を起こした生徒の避難」など個別

場面を想定した訓練や学習も検

討した方がよい。 

専

門 

ニーズに応じた自立活

動の実践 
･生徒が、自分の課

題を認識し、達成

しようと学習に

取り組んでいる。 

･職員は、自分の学

びが積み重なっ

たと実感してい

る。 

Ｂ Ｂ 

小集団で丁寧に指導したことで、

生徒が自己理解を深め主体的に

取り組めた点は評価できる。年度

当初に、生徒のニーズを十分に把

握しきれなかった反省点をいか

し、今後は生徒の意向をさらに反

映させ、他教科との関連性も高め

ていくことも大切である。「生徒

自身が学校をどう感じているか」

というアンケートで生徒主体の

評価を行うことも必要である。 

つながりのある支援と

指導の充実 

･学習の取り組み状

況の発信。 

・単元配列表を基に

した各教科等の関

係性を踏まえた授

業の実施。 

・明確な授業計画を

入れた年間指導計

画の見直し。 
 

Ｂ Ｂ 

ICT（生成 AI等）の活用により、

教員と生徒の相互理解が深まり、

生徒の主体的な学びや関心を引

き出すことができた点はよかっ

た。今後は、学校での学びがどの

ように生徒の「夢」の実現に繋が

るのかを明確化し、保護者に対し

て年間指導計画を踏まえ、学習の

目標や成果を伝えられるように

する必要がある。 



 

 

連

携 

自立と輝きに向けた地

域や関係機関との共同

の充実 

・学校運営協議会

への、教員や保

護者の参加と支

援内容の周知。 

・インスタグラム

やホームページ

による機会をと

らえた学習や取

り組みについて

の発信。 

Ａ Ａ 

インスタグラムの頻繁な更新や

学校だよりの発行により、教育活

動が可視化され、地域や保護者の

関心が高まった。８月の協議会で

は保護者とワーク地域先企業が

直接意見交換し、学校への理解を

深める貴重な機会となった。しか

し、参加しなかった保護者には十

分に浸透していない面もあるた

め、今後も継続的な情報発信が必

要である。 

地域とつながりのある

教育実践や地域への貢

献 

・インクルーシブ

の捉え方を確認

する機会の設

定。 

・学習におけるつ

ながりや効果

を、適宜評価す

る。 

・生徒同士のつな

がりを持てるよ

うにする縦割り

作業の実施。 

・相互理解を深め

る沼津城北高校

との共同学習の

実施。 

Ａ Ａ 

城北高校との共同学習は、今まで

にない取組が行われている。高校

側の提案で実施した授業もあり、

良好な関係のもと共生共育が一

歩前進したと考えられる。本年度

のみの取組とならないように来

年度の計画に組み込み、学校の強

みとなるようにしていきたい。 

 
やりがいが持てる職場

環境の工夫 

･業務負担見直し

の適宜実施 

･業務効率化を図

るための ICＴ活

用研修の実施。 

・ウェルビーイン

グな職場にする

ための定期的な

研修の実施。 

Ｂ Ｂ 

ＩＣＴの利用で事務の効率化が

図れている。しかし、特定の教員

への業務集中に対して、管理職に

よるバランス調整と「勇気ある引

き算（業務の精選）」が必要であ

る。 

 


